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「ヒノキ花粉、飛んでます」

●お友達・お知り合いに、是非おぎはら耳鼻
咽喉科をご紹介ください。
●神奈川県では珍しい、言語聴覚士のいる耳
鼻咽喉科です。難聴や補聴器については大学
病院レベルの診察・検査体制を整えています。

2022年5月1日に、おぎはら耳鼻咽
喉科は開院2周年を迎えます。コロ
ナ禍の中での2年間でしたが、大き
なトラブルもなく無事に2周年を迎
えられ、皆様に感謝しております。
いつもありがとうございます。2周
年を記念して院内を華やかに飾り付
けています。これからも、おぎはら
耳鼻咽喉科をよろしくお願いいたし
ます。

●ちょっとした不安の解消から専門的な診察
まで、幅広く行っています。
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花粉症シーズンは終盤に入ってきました。今年のスギ花粉症
は「例年並み」と予測されていましたが、昨年の花粉飛散が少
なかった影響もあり、「症状がとてもひどい」と感じている患
者さんが多かったです。飛散花粉のメインはヒノキになってき
ました。3月中は症状がそれほどなかった人でも、4月になって
悪化している場合は「ヒノキ花粉症」と考えてよいでしょう。
関東地方のヒノキ花粉飛散は例年ゴールデンウィーク前後まで
続きますので、まだまだ油断できませんね。
たくさんの患者さんを診察していて思うのは、やはり早めか

ら定期的に抗アレルギー薬を服用している方のほうが症状が軽
く済んでいるということです。多
くの患者さんは症状がひどくなっ
てからクリニックに来院しますが、
真っ赤っかに腫れ上がってからや
けどを冷やすようなものです。
「少し目がかゆい、少し鼻がむず
むずする」という段階で治療を始
めた方が治療効果が高くなります。
早めに対応して軽症で済ませましょ
う。皆さんお大事にしてください。 出展：ウェザーニュース
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